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　2月工作機械受注は前年同月比36.7%増。前月
比では内需・外需とも増加し、好不調の節目とさ
れる1000億円を上回った。中国からの受注が同
4.1倍で34カ月ぶりの高水準。業種別では電子
機器、自動車が牽引役となっている。
　工作機械などの資本財受注は景気サイクルを生
み出す設備投資動向を反映するため、景気に対す
る先行性や循環性が強い。過去の動きをみると、
底入れ後2年半程度は回復局面が続く傾向にある。
足元では昨年5月の底入れから9ヵ月の経過で、
回復余地は大きいと思われる。
　米国の長期金利上昇で世界の株式市場が動揺し
ている。金利上昇は指数全体を崩壊させると言う
よりも、特定領域の銘柄に影響すると捉えたい。
経済や企業収益の成長が続く限り、株式市場も最
終的には成長軌道に収斂すると考える。足元では
｢円安｣が再現されている。1-3月にこれが起こる
と、4-5月に発表される本決算で会社計画が強め
になる可能性がある。 (3/25 田部井)

景気先行指標の改善が続き、株式市場は成長軌道に収斂へ

3月の銘柄・業種別騰落率（2/26→3/24）景気先行指標の工作機械受注の回復は続く



銘柄
スクリーニング
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◇株価が52週線を上回ってきた東証1部の小型株
（選択条件）
・21年1月以降に株価が年間平均売買コストの52週移動平均線、または昨年のコロナ安値からの戻り高値に接近、突破により株価
の基調が上昇に転じつつある。
・本決算が3月期、かつ通期の売上高計画（会社計画）に対して第3四半期累計値の進捗率が75％以上。
・3月の東証1部の規模別株価指数パフォーマンスが一番良好であった小型株指数に着目（3月25日現在）。
・株式時価総額が1,500億円以下。
・TOPIXスモール銘柄の中から、チャート形状などを勘案して選択。

株価が出直り歩調にある小型株



Report 2021.4

Report 2021 April○4

全固体電池に注目特　集

　全固体電池の利点は、リチウムイオン電池と比べると、①発火リスクが低い、②急速充電が可能、③リ
チウムイオン電池より大きな電力を蓄えることができるという点である。構造上の違いは、電解質が固体
になる。
　全固体電池の構造は積層になっている。この構造は積層セラミックコンデンサと似ており、村田製作所
(6981)、TDK(6762)が得意とする分野である。

　特許情報をみると、2018年から2021年
3月10日までの特許出願件数は514件。
　図表2に記載されている社名は出願件数の
多い上場企業順に並べた。
　共同出願でもトヨタ(7203)は愛知製鋼
(5482)や東レエンジニアリングと出すなど
目立つ存在である。
　トヨタはグループ会社がパナソニック
(6752)と協業していることを考えると、研
究開発から製造までを手掛けることができ、
EV向け全固体電池の中心企業となる可能性
が高い。

Ⅰ 特許出願件数ではトヨタがトップ
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　2018-2022年度で全固体電池のボトルネック解消のための先進・革新蓄電池材料評価技術開発(第
2期)が行われている。リチウムイオン電池での部材大手企業が全て参画しているわけではないが23社
が研究開発を実施している。
　図表3は参画企業のうちで、直近1年間で全固体電池の報道があった企業とその内容を記載した。

　2020年12月にはFDK(6955)が小型全固体電池の生産を開始。2021年は村田製作所(6981)とマク
セルHD(6810)が小型の全固体電池量産を開始する見通し。2021年からスマートウオッチなどのウエ
アラブル製品に搭載されるだろう。全固体電池は、大型化してスマホに展開する頃には、スマホの形状も
変化だろう。5Gの普及に合わせて電子機器類に大きな変化が訪れそうだ。 (高橋)

Ⅱ NEDOでは23社共同で研究開発進む

Ⅲ 小型全固体電池は2021年から製品への搭載がはじまる



ⅠPO
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初値は好調、その後は人気次第
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4月の
スケジュール
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新型コロナのワクチン普及と経済活動の正常化に期待


